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     ２０２１年６月１０日（木）発行（毎月 10 日） 

【農暦】五輪開催まで 50日切ったが迷走は続いている！ 

〇今日（8日）は暑い、何となく外歩きがおっくうになる。部屋に居て汗が出て来た。庭

の乾いていた鉢植え花に水遣りしたら夕立になった。夏の天気である。夜のテレビニュー

スで 30℃超えの真夏日だったと聴き、やはりと思った。最近は、暑い寒い？が交互に来

る。体調がついて行けない。梅雨入りの宣言もないが、宣言は後つけになりそうだ。長期

の天気予報は難しそうである。 

〇5日は芒種であった。稲の種を蒔く時というが、

田植えはほぼ終わっている。ハウス育苗や裏作の

麦が無くなったことなどで時期が変わっている。

それに気候の変化もある。農暦は合わなくなって

来ている。温暖化の影響も見逃せない。 

〇五輪開催まで 50日切ったが迷走は続いている。

コロナ感染は下げ止まりの状況で、ワクチン接種

だよりというが、問題だらけな予約システムだの、自衛隊の大規模接種会場は 8割方＊空

があるという。予約が大変だと聞いているので何故と思う。迷走は止まりそうにない。ワ

クチン接種率は世界的に見てほぼ最下位にとどまっている。天候もだがコロナと五輪での

迷走で何とも落ち着かなない、モヤモヤした気分は晴れそうにない。 

〇先週丸々一週間空けたら凄い事になっていた。草で景色が変わっていた。草繁茂の季節

である。こころして草刈りをしなくてはならない。 

〇そんな時、ご近所の Sさんから胡瓜とカボチャの

苗を頂いた。その翌週にはＴさんから鶴首カボチャ

の苗を頂いた。マルチ掛けの畝が空いていたので、

株間を詰めて全部植えてしまった。やはり素人農法

である。反省している。じゃが芋の手入れをした

が、遅霜のダメージが大きかったようで収穫は難し

そうである。これからは草刈り第一にして、良い菜

園にしたいと思う。（了）＊6月 14日から 2週間の予約

では、東京会場 14万の内 12万 5,000、大阪会場 7万の内 5万 7,000の空きがある。 

【楽農】＜畑＞草刈り、耕起、再追加苗の植込み。トマト他の管理、絹さやなどの収穫 

【楽市】イベントなど；詩吟例会（13・27日）共生の会、川柳の会（3日）バード岩間大

会（25日）。地元のクリーン活動（29日）3密対策しながら。 
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＜菜園その１＞⒖日撮影 

＜田植間もない田んぼ＞14 日撮影 
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【つぶやき＝Tweet】コロナ禍のモヤモヤ更に深いものに！                  

〇五輪まで 50日を切った今、コロナ感染下げ止まり感のモヤモヤに、ワクチン接種の推

進のモヤモヤ、接種予約に翻弄される話が多い、報道管制が引かれているのではないかと

思わせることが多い。コロナ対策は感染者数と国民への要請ばかりしか聞こえてこない。

そんな時に、尾身会長の「本来はパンデミックのなかで開催するということが普通でな

い」「開催するのであれば、政府もオリンピック委員会も厳しい責任を果たすべき」など

と発言は専門家としての最後の良心からのものと聞こえた。                       

〇この発言に対し竹中平蔵氏は越権だと批判した

という。「世論の 6、7割が（五輪は）中止、延

期だって言ってる。国民が間違ってるってこ

と？」と問いに「世論は間違ってますよ。世論は

しょっちゅう間違いますよ。世論はしょっちゅう

間違いますから」と返答したという。竹中氏は小

泉内閣以来政権中枢に 20年も居たと聞くと政治

が怖くなる。                                            

〇読売新聞社が４～６日に実施した全国世論調査

で、東京五輪・パラリンピックについては「開催する」が５０％、「中止する」は４８％

で、世論が二分された。「中止」を求める声は、前回（５月７～９日調査）の５９％から

１１ポイント減った。「開催」の内訳をみると、「観客数を制限して開催」が２４％（前

回１６％）、「観客を入れずに開催」は２６％（同２３％）だった。竹中氏に言わせれ

ば、この調査も要らない事になる。                        

〇五輪開催が誰のためのものかわからくなる。国民主権がどっかに飛んでしまっている。

コロナ禍のモヤモヤを更に深いものにしている。不快が増すばかりだ。もう止めにする。                                    

〇口直しに、最近は短歌、俳句、川柳などが盛んになっているようである。私もジェンダ

ー川柳の縁で川柳の会に入っている。そんなことで新聞の欄の川柳を見ている。時事を即

刻に詠んでいる。クスが一番だが同感も多い。 これでは余り口直しにならないので、藤

原定家は、、身を揉むような片恋の歌作っている、、、「青き蝶こころにみちてねむらざ

る 一夜をたれにささげむか海よ」。王朝の歌人たちは幾つになっても妖艶な恋の歌を作

っていた、、現代の若い歌人は余り恋の歌を作らない、、私は恋の歌が好きなのだと最近

見た雑誌にあった。恋をしていないと作るのは難しいとあった。確かにと思う。最近はロ

マンチスを見かけない。正義も風流も、忖度社会にはウンザリである。（了） 

〇断捨離考：個別エリアの雑貨の片付け、進捗

僅かでも、止まらずで。         

【後記】田んぼはみどりの絨毯に、草刈り頑張

るぞ！ 【HP；ｋｏｇｕｒｅ農場に転載しています】 

＜菜園？その２＞1５日撮

影 

発行者；小暮虎雄 

住所；笠間市本戸４２０１－１０ 
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